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１．地盤調査の概要
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１．地盤調査の概要

■調査目的
• 建築設計に必要となる地盤情報を取得す

ることを目的としてボーリング調査を実施。

図：地盤調査位置
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①地質状況の把握
• 地盤構成
• 溶岩層の厚さ
• 地盤の工学的特性

②地下水状況の把握
• 地下水位

■調査期間：
• 2019年3月～4月

■調査主体：
• 三島駅南口東街区

• 市街地再開発準備組合
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２．地盤調査の結果（地質の状況）
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２．地盤調査の結果（地質の状況）

• 上位から埋土層、溶岩層、火山灰質粘性土層が分布し、以深はその他の洪積層となる。

■地盤構成

地層 厚さ(m)

埋土層 0.4～4.4

溶岩層 10.2～12.5

火山灰質
粘性土層

6.5～7.0
溶岩層

火山灰質粘性土層

埋土層

その他の洪積層

<<凡例>>

－既存ボーリング地点

－2019年地盤調査地点

<<凡例>>

既存ボーリング地点
2019年地盤調査地点

No.1

No.2

B-No.3
B-1

Br22-2

B-5

調査位置図 事業範囲
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• 三島溶岩の層厚はNo.1で12.5m、No.2で10.2mであった。
• 既存調査およびNo.1・No.2の溶岩層厚から推定した溶岩層厚のコンター図は以下に示す

とおりである。
• 三島溶岩は、三島駅の東に向かうに従い層厚が薄くなり、分布しなくなることが確認され
ている。

■三島溶岩層の厚さ（１）

２． 地質調査の結果（地質の状況）

※三島溶岩分布範囲の境界は一部想定

三島溶岩が
分布する範囲

三島溶岩が
分布しない
範囲

三島溶岩が10m以上の
層厚で分布する範囲

0m

5m

10m

No.1 厚さ12.5m

No.2 厚さ10.2m

既存表面波探査地点

既存ボーリング地点

2019年地盤調査地点

5m間隔等高線

2.5m間隔等高線
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• 三島溶岩の層厚はNo.1で12.5m、No.2で10.2mであり、既存調査で推定した溶岩層厚のコンターと

整合している。

２． 地質等調査結果

■ 三島溶岩層の厚さ（２）

※それぞれの図の縮尺は異なります。

b-b’

玄武岩溶岩（三島溶岩） 火山灰質粘性土層
（ローム層）

扇状地堆積物

扇状地堆積物

西街区 東街区

層厚10.2m
層厚12.5m
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３．地盤調査の結果（地下水の状況）
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■ 三島溶岩の分布と地下水の関係（１）

３． 地質調査の結果（地下水の状況）

※それぞれの図の縮尺は異なります。

地下水位
10mより深い

地質断面図（東西方向）

b-b’

扇状地堆積物

扇状地堆積物

火山灰質粘性土層
（ローム層）

玄武岩溶岩（三島溶岩）

西街区 東街区

No.2 地下水位

G.L.-9.25ｍ
No.1 地下水位

G.L.-15.5ｍ

• 地下水位はNo.1でG.L.-15.5m、No.2でG.L.-9.25mであり既存調査水位と概ね一致する。
• 地下水は、T.P.+25～26m付近に確認され、駅の東側や駅付近では地表から10mより深い深度で

確認される。
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玄武岩溶岩（三島溶岩）

火山灰質粘性土層（ローム層）

扇状地堆積物

地盤の標高が下がることで、地表
と地下水位の距離が小さくなる。

地下水位

地下水位G.L.-15.5m 地下水位 G.L.-9.25m

地質断面図（南北方向）

b b’

a-a’
東街区
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３．地質調査の結果（地下水の状況）

■ 三島溶岩の分布と地下水の関係（２）
• 地下水は、三島駅南側では地表より10mより浅い深度で確認される。

※それぞれの図の縮尺は異なります。


